
青森市役所新庁舎（Ａ棟）新築工事  
 
 
１．検討の背景と経緯 
現在、青森市役所の庁舎は、本庁舎（第一庁舎棟、第二庁舎棟、議会棟、急病センター棟、第三
庁舎棟）、柳川庁舎、浪岡庁舎の 3庁舎体制となっています。 
第一庁舎棟は築 55年、第二庁舎棟は築 47年が経過しており、老朽化や狭隘化が進み、また庁舎
が分散していることによる市民サービスの低下や事務効率の悪化を改善することが課題となって
います。 
また、平成 22 年度には「青森市耐震改修促進計画」に基づき、第一庁舎棟、第二庁舎棟、議会
棟、急病センター棟及び柳川庁舎の耐震診断を実施した結果、建築基準法に基づく耐震基準を満た
していないことがわかりました。 
市では、この耐震診断の速報（中間報告）を受け、
平成 23年 2月には、市の内部組織として「市役所
庁舎のあり方検討委員会」を設置し、検討を開始
しました。 
耐震診断の結果を受け、まずは、第一庁舎棟、
第二庁舎棟について、応急的な柱の補強工事を行
うなど、安全性を少しでも高めることに努めると
ともに、「地震発生時の避難マニュアル」を整備し、
年複数回の避難訓練をも実施しながら、一刻も早
く、庁舎整備を行うこととして、検討を進めてき
ました。 
平成 23年 3月 11日には東日本大震災が発生したことをも踏まえながら、議会からのご意見、市
民の皆様からのご意見を伺いながら検討を進め、去る平成 24年 5月 29日に「青森市役所庁舎整備
基本方針（以下「基本方針」という。）」を庁議決定しました。 
その後、「市役所庁舎のあるべき姿（必要な機能）」として、「市民サービスの向上を図り、ワン
ストップサービス等の窓口機能を実現する庁舎」、「防災拠点施設として、安全・安心な庁舎」など、
基本方針で決定した事項を設計に反映させるため、詳細な検討を進め、この度、設計の指針となる
「青森市役所庁舎整備基本計画（素案）（以下「基本計画（素案）」という。）」として取りまとめま
した。 

 
２．基本計画の位置付け 
基本計画（素案）は、平成 24年 5月に決定した基本方針に掲げた、「市役所庁舎のあるべき姿（必
要な機能）」の項目などを達成するために、新庁舎（Ａ棟）の設計に向けた諸条件の整理を行った
ものであり、設計の指針となるものです。 
  ※基本計画（素案）では第 1期工事で整備を行う庁舎を「新庁舎（Ａ棟）」、第 2期工事で整備を行
う庁舎を「新庁舎（Ｂ棟）」としています。 

 
３．敷地概要 
＜敷地の概要＞ 

地番 青森市中央一丁目 22-1、22-4、22-5 
敷地面積 13,179.21㎡（登記簿上の面積） 
用途・防火地域 都市計画区域、商業地域、防火地域 
建ぺい率・容積率 80％・600％ 
日影規制等 規制なし 

斜線制限 
道路斜線：勾配 1.5、適用距離 30ｍ 
隣地斜線：31ｍ＋勾配 2.5 

壁面後退 規制なし 

道路 
北側：国道 4号（幅員約 36ｍ）、西側：市道（幅員約 6ｍ） 
南側：市道（幅員約 6.5ｍ）、東側：市道（幅員約 11ｍ） 

 
 
 
４．配置計画 
（１）配置計画の考え方 
 新庁舎（Ａ棟）は現本庁舎敷地に整備しますが、仮庁舎などを設置することなく、工事期間中も第一庁
舎棟、第二庁舎棟、急病センター棟を使用しながら整備するため、新庁舎（Ａ棟）は現在の本庁舎正面駐
車場部分に建設します。 
 また、分庁していることによる課題の解消を図るため、現在柳川庁舎に配置している「教育委員会」等
も新庁舎（Ａ棟）へ集約して配置することを予定しています。 
 したがって、整備に際しては、新庁舎（Ａ棟）整備完了時に必要となる駐車台数の確保や、第 2 期工事
の際に支障とならない配置計画とすることが必要となります。 
 
（２）駐車場 
 現在の駐車場（181 台収容）の繁忙期における混雑状況を勘案し、市役所庁舎周辺道路が渋滞することの
ないよう、繁忙期であっても敷地内に収容し得る駐車スペースを確保する必要があるため、350 台の駐車ス
ペースを確保することを目標とします。 
 また、その整備については、万一の浸水被害などを考慮し、「立体駐車場」とします。 
 
（３）配置計画 

 
 また、新庁舎（Ａ棟）と議会棟及び立体駐車場との行き来の円滑化を図り、天候に左右されることのない
よう検討します。 
 
 
５．階層構成 
  新庁舎（Ａ棟）における部局の階層配置の設定は、次の項目に配慮して行うこととします。 
  なお、新庁舎（Ａ棟）の 1 フロアの計画可能な面積には限度がある（2,350 ㎡程度）ため、設計の段
階で各部門の計画規模に応じた階層構成を具体化することとします。 

 
 

●第1期工事完了時の配置イメージ ●第2期工事完了時の配置イメージ
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議会棟跡地の活用については、
第2期工事時点で検討する

①来庁者の利用頻度が高い部門は、利便性の向上を図るため、低層階に配置する。 
②同一部に属する課はできるだけ同一階に配置し、事務効率の向上を図る。 
③相互の関連性が強い課は、できるだけ近接した階・場所に配置する。 
④情報セキュリティ、防犯セキュリティのゾーニング（用途別の区分）が明確な配置とする。 



新庁舎（Ａ棟）の断面イメージ
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６．断面計画 
 新庁舎（Ａ棟）は、ＯＡフロアを採用することなどから、基準階の階高として 4ｍ程度を想
定し、1 階は明るく開放的なエントランスロビーの空間演出等を考慮して、6ｍ程度の階高を
想定しています。 
 また、新庁舎（Ａ棟）の階数は、10階ないし 11階程度を想定しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．デザイン計画 
（１）外観デザイン 
新庁舎（Ａ棟）の整備を行う現本庁舎敷地周辺は、「青森市景観計画」において、ゆとりと潤い
のある快適で魅力的な市街地景観の創出に努める地域と位置づけられており、国道 4号に沿って、
官公署庁舎や民間の事務所・商業ビルが集中している地域となっています。 
新庁舎（Ａ棟）は、現在の正面駐車場に高層化して建設する予定であるため、その存在感は現在
の庁舎よりも非常に大きく、新庁舎（Ａ棟）の外観は都市景観上、重要な要素になるものと考えま
す。 
そのため、その外観デザインについては、青森市の『顔』、『ランドマーク』となるよう、設計段
階で十分な検討を行うこととします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）デザインのヒントとなるモチーフ 
1) 本市のシンボル 
① 木：あおもりとどまつ 
② 花：はまなす 
③ 鳥：ふくろう 
④ 昆虫：ホタル 

 
 

2) 市の代表的な芸術・文化・歴史 
  など 
① 棟方志功に代表される『版画』 
② 青森ねぶた祭 
日本の火祭り／1980年(昭和 55年)国の重要無形民俗文化財に指定される。 
③ 縄文遺跡 
三内丸山遺跡：縄文時代前期から中期（約 5,500年前～4,000年前）の
大規模集落で、縄文時代のイメージを大きく変えた我が国を代表す
る遺跡である。平成 12年に国の特別史跡に指定されている。遺跡
は縄文のムラを体験できる公園として、通年で公開されている。 
小牧野遺跡：縄文時代後期前半（約 4,000 年前）につくられた直径 55
ｍの環状列石を主体とする遺跡で、事前に大規模な土木工事を行っ
ていたことが明らかとなっている。遺跡は、環状列石の用途や性格
を考える上で重要な遺跡として、平成 7 年に国の史跡に指定され、
現在も整備が進められている。 

④ 津軽三味線、獅子踊りなど 
⑤ その他 

 
 
 

3) 「青森」の名の由来 
    弘前藩二代藩主の津軽信枚（のぶひら）より、外浜の開発責任者に命じ
られた森山弥七郎は、新しい町の命名にあたり、その当時、浜松が常に青々
と生い茂っている小高い森があって、古来からこの森を「青森」と呼んで
いたことから、この呼び名を新しく町立てしたこの地の名前にと信枚に申
出をした。これにより、「青森」と命名されることになったと伝えられてい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あおもりとどまつ はまなす ふくろう ホタル

三内丸山遺跡

小牧野遺跡

▲地名の由来となった「青森」の図
（出典：『目で見る青森市の歴史』）

新庁舎（Ａ棟） 

国道４号線 



８．新庁舎（Ａ棟）に必要な機能 
  （１）市民サービスの向上を図り、ワンストップサービス等の窓口機能を実現する庁舎 
  （２）防災拠点施設として、安全・安心な庁舎 
  （３）ユニバーサルデザインに配慮した、来庁者にやさしい庁舎 
  （４）将来にわたり、機構改革等にも柔軟に対応できる庁舎 
  （５）地球温暖化対策など、環境にやさしい庁舎 
  （６）利便性に優れ、市民に開かれた庁舎 
  （７）安全に配慮したセキュリティを備えた庁舎 
 
 
９．必要な機能のうち景観計画に関連する部分 
●ユニバーサルデザインに配慮した、来庁者にやさしい庁舎 
 

     目標：案内・誘導に配慮した庁舎 
     【方策】わかりやすい案内サインと誘導設備 

誰もがわかりやすい案内サインを設置します。表示位置や言語、文字サイズ、色づかい
に配慮するとともに、ピクトグラムを用いるなどの工夫を行います。また、触知案内機能
や音声案内、情報端末の活用や障害を持つ方への非常時の避難誘導機能の設置、職員によ
る避難時の介助など、多様な案内・誘導対応を図ります。 

     
●地球温暖化対策など、環境にやさしい庁舎 
 

     目標：自然エネルギー等を活用する庁舎 
       【方策】自然採光・自然通風の確保 

庁舎建物は、平面や断面形状、開口部の検討により、可能な限り自然の採光や通風を 
確保することに配慮し、できるだけエネルギー負荷を抑える工夫を行います。 

 

 
    自然採光を取り入れた明るい庁舎（町田市庁舎） 

 
 
     目標：緑化など環境に配慮した庁舎 
     【方策】敷地内緑化の推進 

敷地内には緑地スペースを設けて、青森の気候や風土にあわせた緑化を推進します。 
また、屋上緑化についても、冬季の積雪対策など管理面も考慮しながら、可能な範囲 
での設置を検討します。 

 
 
 
 

１０．新庁舎（Ａ棟）の整備スケジュール 
新庁舎（Ａ棟）の供用開始は、平成 30 年 4 月を目標としていますが、少しでも早い完成を目指して
検討を進めていきます。 
 

＜事業スケジュール＞
年度 平成

項目 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

基本計画

供用開始

建設工事

実施設計

基本設計
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